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台湾大学学術資産 沿革 

物理人類学研究室 文・写真／蔡錫圭 

2000年 8月 30日、国立台湾大学医学部は、台北亭大学時代から収集してきた

身体人類学のコレクションを再編成した。また、解剖学・細胞生物学専攻の「身

体人類学研究室」を設立した。 

研究室コレクション 

身体人類学研究室のコレクションは、先史時代の 墾丁廖（1931年）のコレク

ションを基にしている。

コレクションは、台北医学専門学校皮膚科教授・宮原篤が 1936 年に発掘し、

1931年に台北医学専門学校皮膚科教授の宮原篤が発掘し、1936年に当研究所に

引き渡されたものである。 

烏山頭遺跡の台湾古代人骨、台湾島に住む様々な民族の骨（漢族の足軽の骨を

含 む）、近隣の島々など (イゴロット、ネグリートなど、琉球、海南、フィリピ

ン諸島の住民のもの）、インカ、アイヌ、ロシア人、そして 1944年に圓山遺跡で

発掘された台湾の先史時代の動物の骨も少数が含まれている (台湾類人猿、台

湾山豚、反芻動物、その他多くの動物の骨）。 

これらの人骨は、1918 年に台北医学専門学校が設立され、解剖学の専任教授

が任命された後に収集されたものである。当初は山間部に勤務する医師や警官

が骨を集め、解剖学教室に送っていたが、1936 年に台北帝国大学が設立され、

金関丈夫教授が着任してからは、体系的かつ積極的にコレクションが拡充され

るようになったのである。現在、研究所にある標本のほとんどは、金関教授が遺

した貴重な財産であり、花蓮県馬遠村の台湾ブヌン族の骨格標本 50点を除いて

は、そのほとんどは金関教授が遺したものである。後者は、1957 年に于錦川教

授が環境衛生のために馬遠村の墓地を移転しなければならないことを知り、村

長と交渉して発掘したものである。村人、警察署、村長の了解を得て、1960 年

に発掘を開始し、埋葬地は保存のため事務所に運ばれてきた。  

私が到着した 1946年 11月時点では、上記の骨格標本は 1922年に完成した解

剖学教室の第 1 棟の下にある一番左の収納庫 (解剖学教室は徐州路と林森南路

の交差点付近、現在の体育館解剖学教室は 1号館の 2階、生理学教室は 1階と 3

階に設置された(3棟とも木造 2階建てのしっかりした建物であった。）。 

この数十年の間に、これらの標本は 4回の大きな移転を経験した。 

最初の大規模な移転は 1949 年で、1 号館の標本保存室が研究室として使われ

ることになった。第 1 棟の標本保存室が研究室として使われることになり、蔡

錫桂、林淮山、曾淑慧、楊進泉らが保存のために第 2棟に移設したのだった。 
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2 回目は 1954 年で、解剖学教室が 1 号館の 2 階に移った（解剖学教室の 1 号

館は職員宿舎に転用）。しかし、2 号館の 2 階に置かれていた骨格標本が同時に

移動したのは、アメリカの援助で図書館が完成して地下に移った 1961年のこと

であった。図書館は 1983年に取り壊され、その結果、地下にあった標本は現在

の E&Mセンターの地下に 3度目の移転が行われ、重要な骨の標本は 1965年に完

成した共同学習センターの地下 1階に移された。(1924年竣工の解剖学教室を解

体して建設された建物。1964 年前後の共同学習センターの改修工事では、一時

的に解剖学実習室が学生活動センター1階）に、解剖学実習室が共同学習センタ

ー1階に、1階には死体・古代人骨保存室が置かれた。 

4 回目の移転は基礎棟が完成した 1985 年に行われたが、E&M センターの地下

に保管されていた標本 を移動させる場所がなかった。ツェ・チンヨン教授らの

協力で、一部の標本が本館 1階の指定骨格保 存室に、大部分の標本が本館 2階

の一角に移されたのは 1987年のことである。 4回の移転は、標本数が多く、保

管場所の温度・湿度・砂・埃などの管理が難しく、標本が傷んでしまった。私た

ちは適切な場所を探す努力をしたが、それは叶わなかった。 

李春雨教授が台北帝国大学医学部の同級生で、当時琉球大学医学部長の大津

留正宗教授（金寛夫教授と親戚で、卒業後は同大学の解剖学教室で骨標本の研究

をしていた）を伴って、過去に発掘・収集された骨標本を見て初めて、大津留教

授は同情し、すぐに協力を申し出た。彼はすぐに李教授に、この骨標本の保存に

協力を持ちかけた。 

骨試料の洗浄と配列 

1997 年になって、当時の医学部長謝博生に依頼したところ、快く応じていた

だき、ロー・クォクイン教授がその任に当たることになった。 第 1段階として、

傷んだ標本の洗浄と修復を行い、第 2段階として、展示室と研究室の改装と個々

の骨格標本の記録カードの制作を行った。 

同年 9 月、大鶴正光教授の協力を得て、琉球大学解剖学教室の石田與教授と

土肥直美教授を招聘し、解剖学教室を開催した。 古代人骨人類学の専門家であ

る 2 名の教授が来台し、骨標本の保存状態を観察した結果、多くの貴重な情報

を提供してくれた。 

お二人の先生からは、骨の洗浄に 70％のアルコールを使うこと、水分が残ら

ないようにすること、標本を乾燥させること、詳細な記録を残すことなど、多く

の貴重なご教示をいただいた。  

1998 年 12 月、1999 年 4 月、1999 年 6 月の計 4 回、石田・土肥両教授は、古

代遺骨の回収専門家であるパラグリン氏とともに来台し、洗浄・回収作業に参加

した。 
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琉球大学は標本作製に協力しただけでなく、2000年8月の研究所開所式には、

柊山幸志郎医学部長をはじめ多くの教授陣が出席した。 

また、展示室の改修に先立ち、トゥーミー教授を招いて、私、魯国賢教授、謝

寶勝学院長を連れて、東京大学の骨標本保存施設、東京慈恵医科大学の人類学教

室、日本の国立科学博物館の人類学部門を見学し、同館の人類学部長、真場雄夫

氏（東京大学の教授でもある）から貴重な助言を頂いた。 

1999年末には部屋の改装を行い、2000年初めに標本の展示を開始し、2000年

8月には研究室開館した。現在までに、国内外から多くの研究者グループが訪れ、

研究を行っている。 

 

日本の学術界との共同研究 

研究室では様々な民族の骨格標本を保管し、金寛教授の在任中に数十人の大

学院生とともにいくつかの研究プロジェクトを実施してきた。 

台北大学解剖学教室第二回講義」、「国立台湾大学医学部解剖学研究室紀要」、

「九州大学人間学研究紀要」などの雑誌に掲載されている。 

この分野ではカネスキ教授の研究が実を結んでいるが、やはり新しい手法で、

各民族の近接性と隣島への移住の関係を深く調べ直したいと考えたのである。

2003 年から土屋教授を中心に複数の有識者で議論を重ね、ようやくコンセンサ

スを得ることができた。2004 年 6 月 21 日から 25 日にかけて、身体人類学の専

門家を台湾に招き、当研究所の標本保存の現状を視察し、私が座長を務めて共通

の研究の方向性を議論した。 

 参加者全員の同意を得て、2005 年から「国立台湾大学医学部が収集した人骨

の 総合人類学的研究」と題して、3 年間、自費で研究を行うことになった。こ

の結果 は、2008年 5月 29日に台湾で発表された。 

 

まとめ  

盧國賢主任と学科の同僚たちの長期にわたる継続的な努力により、研究所は

人体の人類学に関する総合的な研究を行うことができるようになった。 

この研究室の完成は、前所長の努力によって実現したもので、古代人骨の保存

のためのソフト・ハード 両面での充実ぶりは、参加した専門家からも高く評価

され、今後の参考となるはずである。 

前学部長の全面的な協力と、土久直美教授の無言の貢献には、 筆舌に尽くし

がたい感謝の念を禁じ得ない。  

 

備考 

琉球大学解剖学研究科土肥直美氏は、金関教授の孫にあたる。 
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金関教授の遺体は解剖されたのであるが、その解剖に参加した１人であり、金

関教授の骨格と台湾で亡くなった父、金関喜三郎氏の骨格に関する 2 つの報告

書を発表し、親子間の骨形態に関する遺伝と環境の影響に関する研究を行って

いる。 

 

金関丈夫教授について 

金関丈夫先生（1897-1983）は、1936年 3月から 1949 年 8月まで、合計 13年

5カ月間、台湾に滞在された。  

台北帝国大学解剖学第二講座の講座長を務めた。講義 ではフリップチャート

をほとんど使わず、自分で（過去に 200枚 以上あったそうです）描いたりして、

学生たちにも好評だったとのことである。 

主な研究分野は、身体人類学と文化人類学。 台湾の人類学への貢献は、彼の

発表した論文から明らかである。台湾の身体人類学に関する研究は、1952 年の

日本解剖学会総会の特別講演「台湾の原住民と東南アジア の人々との関係」で

発表された。  

金関教授の論文の半分以上は、台湾での研究に関連したものである。また、台

湾の考古学や民俗学に関するものを中心に、文芸調のエッセイを多数執筆して

いる。 

彼のフィールドワークは、ランタオ島や小琉球など、台湾全土に及んでいると

いえる。彼は 1000体以上の人骨を集め、そのすべてが研究室に保管されている。 

面白い話 がある。医学部近くの中山南路の低速車線は、かつて石畳で、路面

には突起物があり、凸凹していた。「これは何ですか」と金関教授に尋ねると、

教授は、「棺桶だよ。将来、考古学的な発掘をする場所がないのなら、ここを掘

れば必ず何か出てくるよ、」 と冗談を言われた。  

金関教授は、台湾の手工芸品の制作や収集にも熱心であり、顔水龍先生をはじ

め、多くの紳士と交流があった。森教授が戻られてからは、先生の研究室を手伝

ったり、指導を受けたりした。そんな時、研究室によく来ていたアメリカ人に出

会いました。 金関教授が収集した台湾の手工芸品は、このアメリカ人によって

アメリカの博物館に収蔵 されることになった。このアメリカ人は、台湾の工芸

品をこよなく愛するジョージ ・カー氏であることが、後に判明した。 

戦時中、米軍に所属していたカー氏は、金関教授に「建国中等学校周辺を守る

ために、米軍の空襲から近隣を守るために最善を尽くした」と語った。  

金関教授は、古美術品のコレクションが豊富で、絵画などの識別に長けており、 

深く研究していた。人類学部の李自成教授が 1949年に台湾に来る前から、金関

教授とは親しい友人であった。ある時、金関先生が紫禁城（当時は台中市五峰）

に行きたいというので、李自成さんの紹介で同行した。ある絵を見た後、その絵
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の説明が間違っていることを告げ、学芸員に伝えるように言われましたが、最初

は信じてもらえなかった。その後、金光先生が他の展示物を見学されているとき

に、学芸員の方が謝りに来られた。このことからも、金森先生が美術品鑑定に造

詣が深かったことがわかる。 

金関教授は、1925 年 4 月に京都大学で整体を教え、その後、帝国大学、九州

大 学、鳥取大学、山口県立医科大学、帝塚山大学で教鞭をとり、1983年 2月 27

日に奈 良県天理市で死去した。1943 年に台北で亡くなった父の解剖のために、

金関教授は遺体を九州大学の解剖学教室に寄贈した。 

金関先生が発掘された骨格標本 1,000 点以上を収蔵する九州大学総合学術博

物館も見学してきた。 

 

蔡錫圭 

1944 年、青島医科大学（現青島医科大学）を卒業し、解剖学教室の助手として

滞在、人間の結膜リンパ組織の研究に取り組んだ。 

1945年、山東省医科大学（現・山東大学医科大学）で解剖学の教鞭をとる。 

1946年 5月に台湾に戻り、11月に NTUの解剖学教室に入り、金官夫教授のもと

で人類学の研究を行うとともに、仙玉堂教授の指導のもとで助教授を務めた。以

来、金萱教授の台湾各地への民俗学的なフィールドワークや生検の旅にしばし

ば同行するようになった。 

1950 年、金莞教授の指導の下、アティアル族の側頭骨の人類学的研究を終え、

1951年、日本の九州大学で医学博士号を取得した。 

1982年から 1985年まで国立台湾大学医学部解剖学教室長、解剖学研究所長を務

め、1991年に名誉教授として退任した。 

1973年、「台北市立医学部間遺骨分配連絡センター」を設立。 

1973 年、「流通連絡センター」を設立。 1973 年に設立されたこのセンターは、

教育用遺体の収集を調整し、教育用遺体を北部の医学部に平等に分配すること

で、遺体不足の問題を解決することを目的としている。同センターは、教育の質

の向上に貢献している。 




